
2014 年度第 1 回地域自治協議会理事会（5 月 18 日） 

議題                                 

１．新役員の紹介と会長挨拶                         

２．部会・委員会の活動開始について（審議）               

次表の部会・委員会の内、理事に分担頂き運営したい★印の部会・委員会について 

（１）理事の中で、所属部会（or 委員会）未定部分の決定 

（２）第１回部会（or 委員会）の開催日程の決定（次回の理事会の前に） 

部会・委員会 理事の参加の形 内定した理事及び担当理事 

広報部会★ 理事に分担頂きたい 寺村・倉垣 

まちづくり計画策定部会★ 理事に分担頂きたい 小川・十河・水野・原・清水博・萱野 

防災部会★ 理事に分担頂きたい 山地・山中・古橋 

環境（整備運営）委員会★ 理事に分担頂きたい 小川・シティハウス・グランドメゾン 

近隣センター移転計画対策委員会★ 理事に分担頂きたい 清水博・商店会 

夏祭り実行委員会 

新春交歓会 

東丘キャンドルロード準備委員会 

東町全体の参加を求

める事業であり、全理

事に参加頂きたい 

夏祭り実行委員長；小川 

新春交歓会実行委員長：赤井 

キャンドルロード準備委員会；○○ 

新千里東町会館運営委員会 

コミュニティルーム運営委員会 

東町交流室運営委員会 

東丘小学校芝生委員会 

事業目的が明確であ

り、諸団体から派遣の

一部理事等により運

営する 

担当理事を選任（略称表示） 

会館；山地、コミュニティルーム；平

石、交流室；清水千、芝生；倉垣 

 

（注）部会・委員会について、参加を希望する住民を公募中 

３．事務局長選任と事務局編成について（審議）            

４．近隣センター移転計画について（報告と審議）           

（１）2013 年度第 11 回まちづくり計画策定部会（報告） 

（２）緊急を要する対応策について（審議） 

市長・府知事へ申し入れ、専門学識者の活用、地域ニーズの調査等 

５．夏祭り実行計画について（審議）                  

（１）予算規模と大綱方針は理事会審議決定、実行計画は実行委員会で決定 

（２）各自治会の参加種目の選択（模擬店・イベント）＜結果を次回理事会報告＞ 

６．その他の報告事項及び連絡事項            

（１）「Mini 子育てサロン」の実施要領 

（２）コミュニティルームの入口扉の鍵の保管管理 

（３）新千里東町会館運営委員会開催結果 

（４）役員・事務局会議開催要領 （第 2 月曜日 19:00～） 

（５）「自治会・団体間の連絡と相談事項」 （所定用紙）                

（６）新千里東町行事予定  

                                      以上     



 

 

第第第第 11 回まちづくり計画回まちづくり計画回まちづくり計画回まちづくり計画策定部会議事録策定部会議事録策定部会議事録策定部会議事録 

日時等：2014 年 5 月 2 日（金）19:00～20:30 

出席者：清水、十河、和田、福岡、水野（PTA 会長）、萱野（ジオメゾン）、山田寿（福祉） 

    事務局：武藤、山田（記録） 

議事 

１．近隣センター移転問題 

地権者による近隣センター移転計画に対し、地域としての対応を早急に決定する必要が

あり、当協議会の今後の対応方法について専門的立場から支援してくれる太田博一氏を

中心に、素案を検討したとして、その内容の説明があった。 

現在地権者が計画している移転方法は、千里ニュータウンにおける東町近隣センターが

作られた時の「歩車分離」「公開広場」など先進的なまちづくりの考え方を否定しかね

ないものとなっている。住民ニーズを代弁すべき協議会としてはこのまま見ているので

はなく、住民の生活にとってより良い計画になるよう、行政への相談と同時に、専門の

学識者への協力要請を行っていく必要がある。 

以下 3 項の今後の対応方針について 2014 年度第 1 回理事会にはかることとした。 

(1)現行移転計画に関する行政（豊中市長・大阪府知事）の見解を質し、今次建替えに

おいて、東町近隣センター建設当初の理念を継承、発展させる方法を相談するため、

協議会会長名の文書を発信する。 

(2)専門学識者等をメンバーとするワーキンググループを設置、人材を募集する。 

(3)近隣センター建替計画対策委員会を具体的にスタートさせ、各分野の近隣センター

移転に係るニーズを集約する。 

 

２．東丘版キャンドルロードの開催 

当協議会が中心となり東丘版キャンドルロードを実行することが第 12 回理事会におい

て承認されたので、申込期限が迫っていた大阪府に対するにぎわいづくり助成金の申請

を行ったが、開催時期、方法などは今後意見を集め検討して行く旨報告があった。 

 

３．会員カード、クーポン券 

地元商店街の割引買い物などの特典を持つ会員証を発行している池田市の友愛連（老人

会の連合組織）を訪問し、その内容を調査したことが報告された。 

 

４．新築マンションの東町地域自治協議会への参加の誘い  

読売のマンション建設、入居は 2017 年になると聞いており、アプローチは先になる。

当面、ザ・千里タワー、ザ・千里レジデンスへの働きかけの方法をさぐる予定である旨

報告があった。 

 

次回 まちづくり計画策定部会 6 月 6 日（金） 19:00～ 東町交流室 

                                     以上 



第 7 回環境委員会議事録 

日時 ：2014 年 5 月 6 日（火）１９：００～２０：４５ 

場所 ：コミュニティルームＡ 

出席者：小川、和田（園）、福岡（正）、福岡（鈴）、石丸、高野、寺村、武藤（文責） 

議事 

１．26 年度の委員会運営について 

・委員会の構成は新規公募掲示と広報紙「ひがしおか」81 号で応募案内した。 

それに応じた応募者及び各自治会からの選出された新規委員で編成される。 

 ・広報誌「ひがしおか」に掲載された「仮称自然保全委員会」は誤りで、環境委員会が組

織する「仮称自然保全の会（グリーンアドプト）」であるため、次回 82 号で訂正文を

掲載する事が委員全員・委員会の決定事項として確認された。 

  (新たな委員会を組織するのではなく、あくまで環境委員会内のグループである。) 

２．アダプトの移管に伴う管理について 

 ・コミュニティルーム運営委員会所管から移管されたが、その管理方法が明確でない。 

 ・委員会のメンバーの中から責任者を決定する。 

・行政との折衝や報告、年に 1～2 回開催される会議への出席である。 

・報告内容は毎月第 4 日曜日に開催される準備と参加者への挨拶やお茶の提供、事後のご

み量や参加者の人数他である。 

・参加者への参加や関心を高める広報（各自治会での参加依頼への要望、掲示板への案内、 

気軽で簡便なボランティアイベントとして位置づけられるので参加を呼び掛ける。 

３．まち歩きの開催について 

 ・5 月 17 日（土）に東町公園のまち歩きを実施する（新聞「ひがしおか」でも広報した

が、参加者は当日まで未定である。） 

 ・再度各自治会への開催案内と掲示依頼の要望をする。（小川、和田、交流室への協力依

頼） 

 ・当日の行政参加依頼もする。窓口はコミュニティ政策室林氏へ依頼する（和田） 

 ・当日は 10 時から 11 時までのまち歩き、11 時から 12 時に意見結果集約を目安にする。 

 ・まち歩きコースは東町会館集合、こぼれび通りから長谷池経由もみじ橋通りとなる。 

 ・準備品は模造紙、ポストイット、ボールペン、サインペン、セロテープ他（和田がコミ

ュニティー政策室林氏に依頼）にお茶セット（武藤手配） 

 ・まち歩きの目的は今年度の課題の洗い出しと「仮称自然保全の会（グリーンアダプト）」

のメンバー募集も兼ねている 

４．もみじ橋通り雑木林東側の整備について 

 ・立ち枯れしたり、倒れて危険な竹が目立つようになってきたので、せめて枯れている竹

については伐採してほしい（和田が市に依頼） 

５．こぼれび通りの「あじさいを咲かす会」について 

  代表の福岡鈴子さんが環境委員会の一員になることにより地域自治協議会からの意見

を聞き、活動していきたいという考えからの提案 



 ・活動も 7 年となり、名実ともに活発になり通行人の目にも留まるようになってきている。 

 ・この活動は自主的な運営で行って来たが、一部のボランティアに一任するのでなく環境

委員会の中でも取り組んで行く。 

 ・アダプトへの参加や次回のまち歩きの実施の際に関心を引き付け、諸問題（水やりや全

体景観から）提起する。 

 ・将来的なＵＲ側の道幅拡張に伴う景観にも関係してくることでもある。 

 

その他バリアフリー工事でもみじ橋通り郵便ポスト前の工事の最終工事が進んでいるが、 

完成後の形式を確認しておく必要がある。 

 ・工事等について、完成後に協議会に知らせるのではなく、完成前にある程度の形、目安

を豊中市から協議会に知らせてもらえるよう依頼する。 

 

次回は 6 月 3 日（火）１９：００～コミュニテルームＡ開催。 

以上 



１．「2014 年夏祭り」に関する自治会の意見集約（2013 年 11 月理事会報告資料の並べ替え） 

(1)全般 

・実際に参加されている人は意欲もあり、引き続き実施願いたい。 

・できれば、今後も地域の交流の一環として大変とは思いますが、続けて頂きたいと思います。 

・子育て世代からは、楽しんでいるので役員や模擬店の運営は大変だと思いますが、頑張って頂きたい、と

の意見がありました。 

・嬉しかったのは、他のマンションの方から「うちの子どもは塾で忙しく、友達と誘い合って出かけるということ

が少ないのでとても喜んでいた」と伺ったことです。 

・長年続けてきたものなので参加していきたい。但し、模擬店の担当決めについて疑問を感じており全体像

を把握した上で決めるようにしたい。 

・自治会自体が交流が少ないため、各自治会で交流を深めることが大事。 

・役員同士の一体感が高まった。 

・突然の変更については戸惑っている。体育館でやることについては事前に何の話もなく管理者(学校)に

迷惑をかけたのではないか。今後についてはしっかり決めておくことが大切だと思う。ただ、突然の変更

に役員・委員、担い手や参加者が整然と行動し実施できたのは一つの成果だし、地域力や市民力の証

明だと思う。 

(2)自治会の負担金 

・協賛金について財政面から今後の負担について気懸り。 

・協賛金 200 円について、東町の自治会員数や、その収支について不明である。なぜ 200 円なのか、減額

は可能か。 

・自治会は自治会費と駐車場管理費で資金を賄ってきたが、減少しており、赤字の不安があり、事業の一

部を中止せざるを得ない状況にある。 

・おととしと同じように“金券”に代わるもので一部のお金を返金できるようにした方がよい。（自治会費を支払

っている世帯に） 

(3)担い手 

・自治会役員以外の人材については地域内で公募して発掘する。 

・自治会役員も高齢となり負担が大きい。続けて行くためには若い世代の協力が必要。 

・児童会は任期 1 年で、こどものため、自分のためにできるので頑張れる。 

・小さい子の親は幼稚園や保育園でのイベントをしているのでお祭りを運営する力はあると思う。が責任と

労力を考えると熱意あるボランティアは大変か。 

・祭り好きの人のボランティアで実施することがよい。 

・ボランティアによる運営を検討願いたい。 

・夏祭りをボランティアに委託すること賛成。自治会負担軽減される。 

・今後も現在の形でも継続していくことで人材は育ってくるし、ベテラン、新人、また新旧住民交代の過渡期

にあたる現在を乗り切ることが大切だと思う。不足する担い手の人材については、各自治会や団体内から

の推薦や「祭り好き」の人たちや協力者を一般募集するのも方法だと思う。こうした繰り返しの中から地域

コミニティが醸成され地域社会に対する帰属意識も芽生えてくると思う。 

・重たい物を運ぶのに女性だけでは無理だったので、まったく無関係の男性の助けを借りた。 
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(4)模擬店・イベント 

・模擬店は毎年同じ店を担当しなくてはいけないのか？希望を聞くか、抽選など取り入れてほしい。 

・模擬店の値段(100 円)が少し高いのではないかとの意見がありました。 

・模擬店に期待するものはない。 

・今年度は合同で模擬店を担当した。 

・模擬店に対する内容は同じ内容でよいと思う。もし年度により違ったものが出てくればその時点で検討す

ればよいと思う。 

・模擬店（焼き鳥）は雨で中止になり残念だった。何人かの人に売り場はどこか聞かれた。申し訳ない気持

ちと期待の大きさに驚きを感じた。工夫をしてでもやりたかった。 

・食品材料のキャンセルについて迷惑をかけた。本部で調達願いたい。 

・イベント、模擬店には期待する。 

・パレード実施に対する期待は大きかった。来年以降このプログラムでよいと思う。 

・イベントは活気が感じられて良いが、プロによる高額謝礼は、他のボランティアとアンバランス。 

抽選会は時間がかかり過ぎ。盛り上がらない。 

・抽選会は早い時間帯で実施すべき、長く感じた。 

・運動会もそうだが、景品や賞品で人を集めるのではなく、もっと内容そのもので集客ができないか。 

(5)会場・体育館 

・会場は今のまま。 

・体育館の使用は良かった。 

・体育館や校舎も有効に使ってほしい。会場全体が見渡せる方がよいので校庭か、体育館だけに。 

・体育館が利用できれば古本などがよく見えて良い。 

・体育館は後片づけが大変、模擬店の数も少なくなるので、雨天であればやめても仕方がない。 

２．「2014 年夏祭り」計画骨子（案） 

(1)「夏祭りを住民のために、住民が自発的・自主的に準備し、運営する」形への第一歩。 

そのためには夏祭りの催し物（イベント・模擬店運営）を自分達で決めることから始める。 

(2)自治会役員及び地域の祭り好きのボランティアによる運営に変えて行く。団体（自治会・

諸団体）は、祭り好きのボランティア集めにとりかかる。 

開催日時は、8 月 23 日（土）に決定済み。 

 

 

上記２の計画骨子（案）及び別紙の担当種目選択について、各自治会は持ち帰り、第 2 回

理事会までに意見集約し、結果を理事会で報告願うこととした。（第 1 回理事会結論） 



 

 団体名 2012 年度模擬店営業品目 2013 年度模擬店営業品目 2014 年度選択種目（希望 1 位・2 位） テ 

自
治

会
 

メゾン千里 缶ビール 缶ビール    

OPH 生ビール 缶ビール    

桜ヶ丘 焼きそば 焼きそば    

都市機構 焼き鳥 焼き鳥   有 

ジオメゾン フランクフルト フランクフルト    

東町 3－3 高知土佐アイスクリーム 高知土佐アイスクリーム    

ガーデンヒルズ ヨーヨーつり ヨーヨーつり    

アーバンライフ スーパーボールすくい －    

シティハウス － スーパーボールすくい    

グランドメゾン － 缶ビール    

ローレルコートあかしや ゼリーすくい ゼリーすくい    

商店会 かき氷Ｂ かき氷Ｂ    

学
校

と
関

連
団

体
 

東丘保育所保護者会 輪投げ 輪投げ    

東丘小 PTA 抽選会・パレード パレード    

東丘ダディーズクラブ お化け屋敷、コイン落とし他 お化け屋敷、コイン落とし他    

八中生徒会 ポップコーン ポップコーン   有 

八中校区地域教育協議会 おにぎり おにぎり    

八中おやじの会 お好み焼き お好み焼き    

諸
団

体
そ

の
他

 

体協 かき氷Ａ かき氷Ａ    

福祉・人権協 古本コーナー 古本コーナー    

芝生委員会 飲み物 飲み物    

ガールスカウト 綿菓子・資源ゴミ回収 綿菓子・資源ゴミ回収   有 

セント・ポプリ(かるがも広場) スマートボール スマートボール   有 

千里ツインズ フライドポテト フライドポテト   有 

和太鼓クラブ八鼓 たません たません    

いーなクラブ ポン菓子 －    

共同 

下記以外の選択：入場パレード／盆踊り／抽選会／キャンドルカップ絵付け／バルーンアート等。 （本部業務は会場設営・撤収と放送・来客応接）  


